
  

  

 

 

 
 

地球交響曲第八番 トークセッション     

会場 小田原市生涯学習センターけやき 9月 11 日 
 

出演 龍村仁（監督）、中澤宗幸（ヴァイオリン製作・修復者）、畠山重篤（牡蠣養殖家）、榎木孝明（俳優） 

司会 櫻井泰行 当会理事 

 

地球交響曲第八番、今回は森や

樹に深く携わる方たちが取り上げ

られています。私たちの小田原城

天守を木造で復原しようという  

運動と繋がると思い上映をする

ことを決めました。試写してみて、

今回のサブタイトル「宇宙の声が

聴こえますか？」という問いに、

私たちは天守を木造にするという

物としての復原だけではなく、 

深いところで「宇宙の声が聴こえ

ますか？」と問いかけながら取り

組んでいかなければならないと

思いました。上映の後トークセッ

ションも行われたので登壇者の

お話を編集し皆様にお送りします。 

トークセッションでは、大腿骨

を骨折した龍村仁監督が奇跡の  

回復力で杖をつきながら登壇して

いただきました。そしてヴァイオ

リン製作・修復のスペシャリスト

中澤宗幸さん、牡蠣の養殖家畠山

重篤さん、ここまでは予定通りの

ゲストでしたが、第１回の映画から

ずっとナレーションをしている  

榎木孝明さんが特別ゲストとして

急遽加わり、豪華メンバーになり

ました。 

 

監督は挨拶の中で、人工関節を 

つける手術をし３日間で退院した

ことの経験を次のように述べて

います。 

監督：人間が科学技術の進歩で作

ったものと（人工関節の事をさして）

宇宙が作った超高度の仕組みと

これが一緒になって初めて人類 

なんだ、これがガイア

のテーマだよね。 

人間の持っている

秘められた能力は

すごいなと思います。 

ガイアシンフォニー

の出演者もすごいこと

を成し遂げている人

ですが、特別の人ではなく人間として

生まれた限り(誰もが)必ずそういう

ものは持っている。そういう意味で

ガイアシンフォニーは一見特別な

能力を持った人を取り上げている

ように見えるけど、全部普通の人

ですから。 

 

こんな監督のガイアに対する思い

からトークセッションがはじまり

ました。トップバッターは中澤宗幸

さんの紹介からです。 

兵庫県生まれで代々山林業と

製材をしていたそうです。監督が

中澤さんを選んだ理由について

伺うと・・・ 

監督： 非常に直感的なものでしょ

うね、ヴァイオリンも物ですから

年代が入り込んでへたって来るわ

けですよね、そうすると世界中の

ストラディヴァリウスをもった人 

たちが彼のところへ修復をしに

持ってくるということを知りました。

ストラディヴァリウスも物ですか

らね、使えば使うほどくたびれる、

だけどその修復に何で日本人の 

ヴァイオリン修復者の所に来るの

かなということがあった。でも映画

を撮るうちにその理由が分かり 

 

 

ました。皆さんも見てお分かりに
なったでしょう。(映画の中でこま
という部品を説明するのに身体を
使ったジェスチャーで表現した
ことに対して)彼の身体全体のなか
で木のことを感じておられるという
ことが興味深かった。 

続いて畠山重篤さんの紹介です。 

監督：彼のことを知ったのは牡蠣
の養殖の為に森に樹を植える植林
運動をしているということを知って
からです。はじめは変人扱いされて
いたらしいけど、そんな変なこと
をする人は大体面白い、それこそ
直感で感じましたね。海の人が何で
山のことをやるのか、およそ普通
の人でないことをやる。そんなね、
山から海に繋がっていることをも
っと知っている、そう思ったので
会いに行ったわけです。」 

 

最後に榎木孝明さんの紹介です。 

榎木さんはガイアシンフォニーの
関係者の中で一番長くお付き合い
をしているのが自慢なんだとおっ
しゃっていました。 

監督：彼はご存知のとおり俳優を
しているわけですが、その一方で
しょっちゅうフーテンみたいにどっか
に行っちゃう、旅をしたり絵を描い
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たりしているでんすね、そして 

彼に固執していたというよりも 

ガイア的なるものを身に付けている

人だと思ったんですね。旅をする

という事はたいてい自分が知らない

ものや珍しいものを見に行くわけ

ですけど彼は逆をしている、風景

から見られていることをしてみて

いるんですね。 

 

その言葉を返すように榎木さんは

監督のことを 

榎木：変な人つながりだと思う、 

(監督は)感性の人です。もちろん感性

の鋭い監督はいっぱいいますが、 

私は監督と会って今日のゲストの

ふたりとおなじですけれども、 

偶然は必然です、シンクロニシティ

＝共時性とも言われますけどそれ

を感じさせてくれる監督だった。 

私はナレーションで参加させて

いただいていますけれども、言霊、

音魂そういうものが映像として

スーッと入ってくる。私も俳優と

して感覚的に演じたいということ

がありますので言葉は要らないん

ですね。そういう感性のつながり

ですね。 

 

各自の紹介が一通り済んだところ

でそれぞれの仕事や取り組みに

ついて監督とゲストのやり取りが

ありました。 

 

中澤さんとのやり取りから 

監督：二人とも頭で考えたことを

やろうとしているんではなく、 

身体的に身に付いていることを 

している、そういうことが感動する

んだ。中澤さんの本質が(映画の中で)

見えるところは、こまの役割を説明

するのに体を使ってしているわけ

だけどそれが自然にでてくるところ、

彼がいかに身体的直観力をもって

いるか、事務所の職員は先生に変

なことをさせているというのだけど、

そういうふうにしか説明できない

という彼の身体性を見事に現している。

(その後、中澤さんがそのこまの役

割について体を使って説明する) 

音楽家が彼のところへ依頼して 

くるのは、それをどう理屈や言葉

で言っても説明しきれない、それを

彼は体を使って表現してるわけだが、

そういうところが面白い。実は身

体性の身体そのものが持っている

直観力とか叡智とかいうものが、

例えばヴァイオリンのとの関係に

おいて自分が身体のように感じる

ということなんだなと思いました。 

 

畠中さんとのやり取りから 

監督：畠山さんも最初に気仙沼の

牡蠣の海が汚れてきて何故そういう

ことが起こるのかというときに、

直感的に湾に流れ込んでくる水そ

のものが汚れていると感じ、源流

のところに眼をつけて山に植林を

することを思いついた。そういう

感覚はどういうところから来たの

かと思うと艪を漕ぐというところ

から来ているのではないかと思う。

孫にも艪を教えているということ

だがその辺どうなのか。（映画の中

でも孫と艪を漕ぐシーンが印象的） 

畠中：漕げるようになるというの

は理屈じゃないんだということを

伝えている。 

(畠山さんはこの返答の前に漁師に

とって何が大事か説明しているが

これは次号に回す) 

監督：何でこういうことを聞くか

というと、ガイアシンフォニーな

んていうのは最初に地球はひとつ

の大きな生命体で、われわれは

その一部として生かされている

みたいな事をやろうなんてそんな

観念ではないんだ。これ全部身体

性が自然との関係においてそれが

開いてきているときに直感的に 

分かる事なんだ。お二人に話して

もらったのはそういうことで、 

ガイアシンフォニーも実を言うと

ほとんど直感ですよ、誰を選ぶと

いうのも直感とご縁というのかな。

なぜかご縁が出来てしまう。そう

いうご縁の中で直感的にご縁が生ま

れてそのご縁がご縁を生むという

ことですね。 

 

榎木さんとのやり取りから 

榎木：（ガイアシンフォニーの始ま

りについて）私は「宇宙の声が聴

こえますか？」というのが原点だ

と思っています。でも最初は 2 年間

世に出なかった。これはもうお蔵

入りになるのかと思ったときが

あります。なかなか時代的に理解

されないときにそれでもやろうと

思った監督の思いを聞きたい。 

監督：映画を作ったら映画館がや

ってくれるもんだと思っていたら

どこもやってくれないで 2 年間お

蔵に入っていた、誰もこんな映画

に人は来ないというわけだけどね、

俺はそんなことはないと思ってた、

こういう映画を見たいと思ってい

る人は大勢いると思っていたが、

既存の映画館のシステムでやって

くれなかったので別な事をやった。

あちこちで小さな試写会を企画

したら、はっきり分かってきた事が、

こうゆう映画は初めてだけどすごい

感動したみたいな事を言ってくれる

人がいて、あちこちで誰でも上映会

が出来るようにした。最初はほと

んど女性だったよ。女性たちが自

分でも主催できるんじゃないかっ

て思って連鎖反応のように広がっ

ていった。人それぞれは生き方も

違うし時代も変わるしバックヤード

は違うんだけれど、一番深いところ

で自分の命が自分の個人のもちもの

であると同時に、何か自分をはるか

に越えた大きな繋がりの中で自分

を生かしていただいているという

この感覚はみんな知っているわけ。

だからこの映画を見てみると特別

のように見える人もみんな同じこ

とを言っているなって。今は映画館

でもやってくれる。 

 

今回はここまで、この後、皆さん

の活動のことや、今後の当会の天守

を木造で復原する活動のこととも

繋がる話しをしていただきました。

次回をお楽しみに。 

（尚、文章として分かりやすいように編

集していますのでご承知置きください） 

編集・文責 岩越松男 
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「小田原城天守閣 摩利支天安置空間の再現」 
                          小田原城天守閣 館長 諏訪間 順 

 

小田原城天守閣は、2016年5月

1 日に耐震補強や空調の整備、

外壁の塗り直し、展示リニュー

アルなど全面的な改修により、

美しく安全で快適な施設によみ

がえりました。 

オープン以来、予想を超える

入館者を得て、2017 年 7 月 5 日

には 100 万人を突破しました。 

新しくなった展示は、今回取得

した北条氏政の弟、氏規の甲冑

（腹巻）、北条氏政を苅谷俊介さん、

北条氏直を合田雅史さんが演

じた「北条五代百年の夢」など

の 4 本の映像作品、その他にも

多くの見どころがあります。  

中でも一番にお勧めしたいのは、

最上階に再現された摩利支天

安置空間です。 

摩利支天は、三面六臂(3 つの

顔と6本の腕)で猪に乗る立像で、

貞享 3 年（1686）に大久保忠朝

が小田原藩主になった際に天守に

奉安したと伝えられるものです。

以来、明治 3 年(1870)に解体

されるまで天守最上階に安置

されていたものです。 

天守閣耐震改修等検討委員会

委員の神奈川大学名誉教授の 

西和夫先生らの研究チームに

よって天守模型等の調査が行われ、

東京国立博物館蔵の模型「東博

模型」の研究により詳細な間取

りなどが判明し、空間再現に

つながりました。 

 再現にあたっては、小田原藩

有林を引き継いだ辻村山林や

隣接する久野山中の小田原産

木材を使うとともに、製材や運搬

は小田原地区木材業協同組合が

担い、小田原城銅門などの復元

工事を手がけた小田原の宮大工

の芹澤毅棟梁を中心に、「おだわら

工匠会」の職人らが心を一つに

力を合わせて仕事にあたりました。 

 天守の心柱であった一尺五寸

(45cm)の八角形の「将軍柱」は、

樹齢 300 年の杉が、空間の北西

隅の柱は、「全国削ろう会小田原

大会」で展示された樹齢 200 年

の杉が象徴的に使われています。 

小田原の木・人・技で蘇った

摩利支天安置空間の再現は、

官民の壁を乗り越え、オール

小田原の力が結集してはじめて

成しえることができた仕事で

あったと思います。そこに参画

できたことを天守閣改修に担当

した一人として誇りに思います。 

 
 
新会員紹介 

新会員のご紹介をさせていただきます。このたび、お城の会の会計業務をお願いすることになりました、 

小酒部 尚春さんです。小酒部さんよりメッセージをいただきました。 

 

会員の皆様、はじめまして。 

JR 鴨宮駅南口から徒歩１分の

ところで、税理士をしている 

小酒部（おさかべ）と申します。 

この度、NPO 法人の担当税理士

という職責を仰せつかりました。

宜しくお願い致します！ 

小田原で生まれ育ち、小田原高校

⇒中央大学と進み、就職したのは

小田原市役所でした。５年前に 

退職するまでは、税務関係、市立

病院、競輪場などの部署を渡りま

したが、残念ながら小田原城での

勤務はありませんでした。 

退職後、「おさかべ税理士・社会

保険労務士事務所」を開業しました。

現在４５歳。開業当初から「中小

企業の経営者のお金と人の問題を

解決する！」という思いから、

税務申告、会計業務、社会保険の

手続き以外にも資金調達、助成金・

補助金申請、会社設立支援を行っ

ております。クラウドを活用した

中小企業のバックオフィス業務の

効率化を推進し、お客様の経理や

総務に携わる時間の大幅な削減を

図っております。 

新会員として、まだまだ勉強さ

せていただくことばかりですが、

会員の皆様方に少しでもお見知り

おきいただければ幸いです。 
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ホームページもご覧ください！                 

昨年ホームページの全面リニューアルをいたしました。スマートフォンからもご覧いただけます。 

今後も、内容の充実を目指してまいりますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

ホームページへは、「みんなでお城をつくる会」で検索していただくか、以下の URLからアクセスしてください。 

http://www.odawara-oshiro.org 

 

ホームページのほかに Facebook と Twitter でも情報発信しています。 

みんなでお城をつくる会 

Facebook: @odawarajo   Twitter: @OdawaraOshiro  

 
 

「お城をつくる会」をご友人に紹介しませんか！ 

ご友人に「小田原城が好きな方」「是非お城をつくる会をご紹介したい方」「ボランティアをしてくださる方」

「募金箱を設置してくださる方」が いらっしゃいましたら、お名前、 ふりがな、電話番号をご記入頂き、お城の会

事務局までＦＡＸ（０５０－３４８８－２０３９）を下さい。 事務局からご友人へご連絡させて頂きます。 

個人賛助会員大・大・大募集！！ 

年会費１口：2,000 円からご入会いただけます。（入会金はございません） 
 ※個人正会員は、入会金：20,000円、年会費：20,000 円でございます。 

 

紹介者（会員様）のお名前：                     

ご友人のお名前 ふりがな 電話番号 
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特定非営利活動法人 

          「みんなでお城をつくる会」 
〒250-0004 神奈川県小田原市浜町 1-1-46 

http://www.odawara-oshiro.org 

Tel/Fax: 050-3488-2039 

Mail:info@odawara-oshiro.org 

http://www.odawara-oshiro.org/
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